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①　事務事業の目的・内容

平成29年度 平成30年度 目標方向

1 829 825 ↑
2 264 265 ↑
3
4
5

0 924 0.14 924

0 0 0

事務事業Ｎｏ． 5- 12

事業名 墓地公園管理運営経費
会計
一般

施　策
快適なまち 課名 町民課
良好な生活環境のまちをつくる 係名 戸籍住基係
環境衛生対策の推進

主要施策
⑤墓地・火葬場の充実

事業
目的 対象 墓地公園利用者

目的（対象がどのよ
うな状態になっている

か）

やすらぎのあるより良い環境づくりを進め、墓地公園利用者が気持ち
よく過ごせるよう計画的な維持管理を行う。

事業内容

墓地空き区画の募集…利用者から返還された区画について、公開抽選の方式により希望者へ募集を行
う。
墓地公園管理基金の利用…墓地利用者から納付される管理料を基金として積み立てています。基金につ
いては墓地公園の効果的な維持管理に活用することが必要です。
※平成３０年度末基金残高（53,656,678円）

②　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

指標

指標名 平成28年度 単位 平成31年（目標）

墓地の利用区画（A区画） 818 区画 834
墓地の利用区画（B区画） 272 区画 273

平成29年度（決算） 平成30年度（決算） 平成31年度（予算）

全体事業費（千円）A+B 5,104 4,125 6,236
財源
内訳

直接事業費Ａ 5,104 3,201 5,312
　　　　　うち一般財源 2,454 1,007 1,848
人件費（千円）B 0 924 924

内訳
一般職員（人・千円） 0.14

臨時職員（人・千円）

③　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善＜※主管課長記入＞

（１）事務事業についての評価及び今後の方向性

個別評価 必要性

今後の必要性 Ｃ必要性は低下すると考えられる 有効性

墓地離れの傾向が散見さ
れ、今後、墓地継承が難し
くなっていくことが危惧さ
れる。

目標達成度 Ａ達成できた

町関与の必要性 Ａ町が担うべき 効率性
対象者の適切性 Ａ対象者は適切である

コストの削減 Ａ削減の余地はない

②H３０年
度に実施
した取り
組み

墓地公園及び墓参道の維持管理。
返還された区画の再募集。

④今後の改
善計画

継承予定の親族を予めお届
けいただくことも、検討す
る必要がある。

総合評価 Ⅱ　継　続（事業を現状どおり継続すべき）

（２）事務事業の業務改善について

①H３０年
度の改善
計画

③取組の課
題


